














































































は表現せず に身 体化 した身体化群 、⑤ 不明群、の
5つ に分類 できた としている。 さらに これ らは飛
躍的 に治療 が進展す る強表現群 と大きな影 響はな
い と見 られ る弱表現群 、負 の影響 が生 じる可能性
が ある身体化 ・行動化群 の3群 に分類 できた とい
う。治療者 の反応 にっいて も2つ の方 向か ら考察
してい る。1つ は治療者 の身体的 問題 か らセ ッシ
ョンの間隔が伸びた り、遊戯療法 の運動 が制 限 さ
れた りとい う問題で、も う1つ は治療者の感受性
の特長や変化で、具体的 には患者の問題 をまるで
治療者 自身の問題 であ るかの よ うに感 じる 「取 り
こみ」、患者 の過 度な依存性に対す る負担感 の出現
とい う 「抱 える容量 の低 下」、個 人的かつ女性 的な
事情 を職業 生活 の場 に持 ち込 む こと、私的な事情
で治療 を変 更 しな けれ ばな らない ことか らく る
「罪悪感」、優 しさや子 どもへの愛情 とい える 「慈
しみ 、は ぐくむ感情」、といったこ とが治療者 自身
の妊娠 に ともなって生 じてきた とい う。




Pregnancy」とい う著 作の中で、セ ラピス トの妊
娠に関す るこれ らの研究 について詳細 に述べ た う
えで、それまでの研究 を再検討 し、治療の プロセ
スの さま ざまな局面で起 こ1るセ ラピス トの妊娠 に
よる影響ににっいてま とめてい る。セ ラピス トの
妊娠 がセ ラピス ト自身に もた らす問題 としては、
多 くの女性同様、セ ラピス トもは じめての妊娠 の
場合 、発達上 の危機 に直 面す る可能性 が高い こと、
セ ラピス ト自身の母性 とキャ リアの二重役割の統
合 とい う問題 、セ ラピス トの匿名性 とい う習慣 を
妊娠 が破 る とい う問題 、 といった ことを抱 えるこ
とになる と指 摘 している。 セ ラピス トの妊娠にょ
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る患者 の反応 にっいては、転移 ・逆転移の問題 の
ほかに、患者 の年齢 に よって影 響す る内容が異な
るこ と、 とくに思春期 の患者 については注意が必
要 である と述 べている。
妊娠 ・出産 に続 く子育 ての経験 については、子
育 て経験が 臨床 の幅や深 さを広 げる としている心
理 の専 門家 は多 い(三 上,1993,田畑,1993,米
倉,1993,馬場,1995)。"配偶者 との夫婦 関係 や
子 どもとの親子 関係 を経験す るこ とは、体験 的に
深化す る ことがで きる"(米 倉,1993),"キャ リ
アの面か ら言 えぱ失 った ものもあるが1補 って余
りあるものをあた えられ た"(田 畑,1993)、"心
理療法がで きるか も しれ ない と思 うよ うになった
のは、 自分の子 どもを育て る経験 を してか らであ
った"(馬 場,1995),"それ まで のいかな る トレ
ーニ ングよ りも育児 に鍛 えられた部分は大 きか っ
た し、厳 しい 自己分析 になった"(三 上,1993)
とい うよ うに、子育て経験はその後の臨床 活動 に
プ ラスになった とい う論 がほ とん どであ るが、「キ
ャ リアの面か ら失った もの」(田畑,1993)"女性
は治療者 として得がたい体験 の機 会に恵まれてい
る と同時に女性 として大きな足枷 になってい るこ
とも注 目 しなけれ ばな らない"(馬 場,1995)と
い う指摘 もある ように、その後の臨床活動 にマイ






























1子 どもの いる臨床心理士 と子 どもの いない臨床
心理士
調査 対象 とな った臨床 心理士107名 の年 齢 は
30代61名 、40代46名 で、仕 事の形態 は常勤44
名 、非常勤55名 、その他8名 で 、仕事 の領域は
教 育(28人)、医療 ・保健(27人)、福祉(18人)
な どが 中心で 、複数 の領 域 にま たが った非常 勤
(22人)もかな りい る。
「子 ども有 り」群54名 と 「子 ども無 し」群53名
の比較 では、年齢構成 や仕事の形態 には ほとん ど
差 がな く、仕事 の領域 で.「子 どもあ り」群は教育

























































た時の反応は 「子 どもあ り」群 と 「子どもなし」
群ではかなり異なることが具体的な記述から読み
取れる。「子 どもな し」群では 「子どもがいないと
分か らないと思われているのではないか」「信頼で






























全体 ヂ ど6.あク 子 どらな 乙
子 どもがいて(い な くて)よ かった 43 36 7
子 どもがいて(い な くて)よ くなかった 9 0 9
どちらもあ る 22 ・14 8
どちらともいえない 11 1 10
特に思った ことがない 18 1 17
その他 2 1 1
不明 2 1 1












































三会鉢 ヂど6あ ク 子 ど もな し
子 どもの有無の影響 82 41 41
あ り
子どもの有無の影響 19 10 9
な し
どち らもあ る 1 0 1
どち らともい えない 1 O 1
その他 3 2 1.








翼瑚 クな理由 子 ど もあ ク テ:ど"らな ・し
体験は何 でも影響す る



























































康 な子 どもを と願 うとき、 目の前のケースを否定
しているよ うで悩 んだ"とい った感情 を「罪悪感 」、
母子 関係 ・親 子関係 に関わる ことを 「母子関係 」















お腹の子 と一緒 に面接室に入 るのが面 白い
妊娠 している自覚がなかった
物 理的時聞配分の制約 を受けた
おいてかれて しま うとあせ った
陰性感情 を向け られ た
自分の子の障害 を否定 した
幸せ と思われて申 し訳 ない
クライエン トに迷惑をかけない ように
親に共感 した


















表6保 育士の妊娠 中の気分 ・感情の変化 の具体的な内容
,内容
身体 お腹 をかば う 2
疲れやすい 2
感情が高ぶ り易い 2
緊 張 ・ス トレス 動 きに制限があ りもどか しい 4
仕事をや めたいと思った 2
罪悪感 思い切 り動 けず 申 し訳 ない 2
母子関係 クラスの子 も大切 に育て られ









理士では妊娠 したことで 「親に共感 した」という
反応が現れているが、保育士にはみ られない。















「気遣 って くれ た」 と答 え、「甘 えられない感 じ」
とい うのが2名 だ ったのに対 し、心理士の場合 は
冷遇 され た り、退職 を勧 め られ た り、罪 悪感 を も
たされ た りとい う人 もかな りいた。
表7「 上司 ・同僚 」の妊娠 中 ・子 育て中の変 化
内容 妊娠中 子育て期
気遣 ってくれた 28 13
冷遇 された ・退職を勧められた 4 3
ア ドバイスを くれた 3
罪悪感 をもたされた 2
親の理解が容易になった ときたいされた 2 8
勤務体制について話 し合った 1
子 どもの話題が増えた 1 4
期待 されなくな り楽になった 1
③ 妊娠 か ら出産に 向 う過程 で印象 に残 るこ と
次 ぎに 「妊 娠か ら出産にいた る過程 で印象 に残
って いる ことがあ りますか」とい う設問で、「妊娠
がわ かった頃」 「妊娠 を告 げた頃」 「腹部 が 目立っ
よ うになった頃」「産休に入 る直前」「産休 中」「復
帰後」の6時 期に分 けて印象に残 ったこ との有無
を問 うた。 印象に残 ってい るこ とが ある と答 えた
割合 を比 較す る≧ ・全般的 に保育士 の方 が どの時
期 にお いて も高 く、「妊娠 を告げ る頃」と 「腹部 が
目立つ 頃」を除いた4つ の時期では有意 な差 があ
った(順 にx2=9.641p〈0.01、x2=4.295p
<0.05、κ2=11.937p<0.01、x2=16.139p
<0.01)。印象 に残 ってい ることがある者 が保 育士
で は産休 中を除い て6割 台 か ら7割 台、心理 士は
4割 か ら6割 とか な りの差が あるが 、この設 問で
は臨床 心理士の場合 、「心理臨床活動 にお いてケー
ス との関係 で何か 印象 に残 っている ごと」 と 「ケ
ー ス との関係 で」 と限定 してい るのに対 して、保
育士 の場 合は 「保育活動 におい て」 となってい る






















































対 しては、子 どものいる心理士(表2)と 同様に
「よくなかった」と回答 した人は1人 もいなかっ






























表8子 どもの有無 と保育活動への影響:影 響あ りの理 由
凄数回響
親 と共感できる 13


















































































































臨床家 自身の子 どもの有無が何 らかの影響を及ぼ
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      The pregnancy, rearing children, and psychotherapeutic work of female 
                           psychotherapists. 
                      SHIRASAKA, Kaya 
                              Summary 
  It is not uncommon for female clinical psychotherapists to become pregnant, give birth, and raise 
children while engaged in psychotherapeutic work. The purpose of this research is to examine how 
pregnancy, giving birth, and raising children affect clinical psychotherapists in their work. 107 
clinical psychotherapists (54 psychologists with children, 53 psychologists without children) were 
surveyed. 49 female childcare nurses with children were given the same survey to compare the 
.results. The results showed that there were 1) some clinical psychotherapists who "felt guilty for 
hoping for a healthy child because it is as if it is rejecting handicapped children" during pregnancy 
and "felt guilty for seeming happy" - revealing a sense of guilt which cannot be seen in childcare 
nurses. 2) There are more than a few who feel that the experience of child-raising has negative as 
well as positive effects on the psychotherapeutic work of both psychologists with children and 
psychologists without children. In contrast, it has become clear that most childcare nurses see only 
the positive effects on childcare work. 
Keywords female clinical psychotherapists, pregnancy and raising children, psychotherapeutic 
work
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